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大

書

抄

録

戦
国
王
権
の
国
際
支
配
に
お
け
る
〈
中
華
〉
の
言
説

|
|
睦
虎
地
秦
筒
「
法
律
答
問
」
に
見
え
る

「
夏
」
を
め
ぐ
っ
て
|
|

渡

遺

幸

英

本
報
告
の
目
的
は
、
先
秦
か
ら
秦
漢
時
代
に
お
け
る
華
夷
観
念
の
諸
相
を

解
明
す
る
た
め
、
戦
園
秦
の
法
制
概
念
で
あ
る
「
夏
」
の
分
析
を
通
じ
、
戦

闘
王
権
が
「
園
際
」
的
な
支
配
関
係
の
上
に
構
築
し
た
、
〈
中
華
〉
の
一
百
説

が
指
し
示
す
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

古
典
漢
詩
に
お
け
る
〈
中
華
〉
(
「
中
園
」
・
「
夏
」
・
「
華
」
な
ど
の
語
句
で

構
成
さ
れ
る
意
味
の
健
系
)
に
つ
い
て
は
、
主
胆
阻
・
賓
健
と
し
て
の
〈
中

華
〉
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
つ
て
の
見
方
に
釘
し
、
近
年
そ
の
歴
史
性
や

構
築
性
を
検
註
す
る
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
こ
と
に
先
秦
時
代
は
、
山
自

を
異
に
す
る
複
数
の
諸
園
が
泣
存
す
る
世
界
に
お
い
て
、
後
世
か
ら
同
顧
さ

れ
る
〈
中
華
〉
観
念
の
原
型
が
成
『
止
し
た
時
代
で
あ
り
、
よ
り
岡
家
聞
の
関

係
性
に
卸
し
た
分
析
と
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
組
貼
に
立
つ
場
合
、
雲
夢
睡
虎
地
秦
筒
「
法
律
答
問
」
中
に

見
え
る
「
夏
」
は
、
戦
園
期
の
図
家
が
構
築
し
た
〈
中
華
〉
の
事
例
と
し
て
、

先
秦
時
代
に
お
け
る
一
つ
の
定
舶
を
提
供
す
る
史
料
と
な
る
。
よ
っ
て
本
報

告
で
は
、
ま
ず
晶
画
該
史
料
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
を
検
詮
し
た
上
で
、

「
夏
」
が
車
な
る
秦
の
白
稽
で
は
な
く
、
秦
が
支
配
封
象
を
分
類
し
た
「
園

際
」
的
な
関
係
概
念
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
、
文
献
史
料
に
見
え

る
秦
の
「
園
際
」
的
支
配
の
且
ハ
健
相
を
概
観
し
つ
つ
、
関
連
す
る
諮
概
念
の

分
析
を
行
い
、
「
夏
」
が
二
重
の
紐
帯
に
も
と
づ
く
〈
結
び
つ
け
〉
の
論
理

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
先
秦
文
献
に
お
け
る
「
夏
」
の
意

味
の
債
が
り
を
考
察
し
、
首
該
史
料
が
占
め
る
歴
史
的
な
位
置
を
明
ら
か
に

し
た
い
と
考
え
る
。

北
宋
時
代
知
識
人
の
給
量
表
象

|
|
「
惟
陽
五
老
園
」
を
例
に
|
|

板

t 、
居

聖

オ斤
仁ゴ

米
園
の
美
術
館
に
分
寂
さ
れ
る
「
惟
陽
五
老
岡
」
断
簡
(
メ
ト
ロ
ボ
リ
タ

ン
美
術
館
・
イ
ェ

l
ル
大
挙
美
術
館
・
フ
リ
ア
美
術
館
)
は
北
宋
時
代
、
巽

宗
・
仁
宗
朝
に
仕
え
た
杜
桁
・
王
決
・
畢
位
長
・
朱
貫
・
尚
子
、
五
人
の
宵

像
で
あ
る
。
彼
ら
は
致
社
後
、
惟
陽
に
集
い
、
白
居
易
の
洛
陽
九
老
舎
に
準

え
て
「
五
老
舎
」
を
作
っ
た
と
い
う
。

本
圃
は
こ
の
「
-
立
老
舎
」
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
本
園
の
前
提

に
「
香
山
九
老
」
等
の
園
像
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
そ
の
意
味
で
惇
統
的
な
隠
逸
の
表
象
を
纏
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
但

し
、
立
像
形
式
の
精
密
な
描
潟
に
よ
る
宵
像
童
で
、
む
し
ろ
、
功
臣
像
等
の

惇
統
を
想
起
さ
せ
る
。
最
も
古
く
、
本
国
の
成
立
朕
況
を
語
る
銭
明
逸
の
序

は
畢
世
長
波
後
に
記
さ
れ
、
本
固
の
成
立
時
期
に
よ
っ
て
は
生
前
の
姿
を
寓

十
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し
た
と
い
う
前
提
も
揺
ら
ぐ
。

本
国
は
北
宋
後
期
に
お
い
て
は
奮
法
黛
の
文
人
た
ち
の
聞
で
鑑
賞
さ
れ
た

こ
と
が
、
多
く
の
肢
の
存
在
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
古
き
良
き
時

代
の
憧
慢
の
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
表
象
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
一
五
時
代

に
至
っ
て
は
朱
貫
の
末
育
に
惇
来
し
て
、
さ
ら
に
組
先
の
宵
像
と
し
て
の
側

面
も
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
国
は
流
停
の
中
で
様
々
な
コ

ン
テ
ク
ス
ト
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
首
時
の
重
壇
、
特
に
文
人
の
私
的
な
給
書

表
象
に
影
響
を
奥
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
愛
表
で
は
、
ま
ず
分
寂
さ
れ
る
書
一
及
び
肢
(
メ
ト
ロ
ボ
リ
タ
ン
美
術

館
・
上
海
博
物
館
)
を
文
献
及
び
模
本
(
上
海
博
物
館
)
を
参
照
し
な
が
ら

復
元
し
、
そ
の
檎
董
史
上
の
位
置
付
け
を
試
み
る
。
そ
の
上
で
、
文
人
宵
像

童
の
持
つ
機
能
、
そ
の
展
開
・
繁
容
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宗
教
施
設
と
地
域
枇
合
同

|
|
マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
の
ア
レ
ッ
ボ
|
|

ノi、
'c:r 

口

J芋

607 

北
シ
リ
ア
の
中
心
都
市
ア
レ
ッ
ポ
の
ウ
ラ
マ

l
が
十
五
世
紀
後
牛
に
著
し

た
地
誌
『
ア
レ
ッ
ボ
史
に
お
け
る
黄
金
の
戴
』
か
ら
何
ら
れ
る
情
報
に
基
づ

い
て
、
マ
ム
ル

I
ク
朝
時
代
の
ア
レ
ツ
ボ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
示
教
施
設

と
地
域
社
舎
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
を
試
み
る
。

山
市
救
施
設
の
分
布
を
見
る
と
、
マ
ド
ラ
サ
が
都
市
中
心
部
な
ど
に
偏
っ
て

い
る
の
に
釘
し
、
十
四
世
紀
以
降
急
速
に
増
加
し
た
ジ
ャ

l
ミ
イ
(
合
衆
モ

ス
ク
)
は
、
市
街
地
に
均
等
に
創
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

理
由
の
一
つ
し
て
、
ジ
ャ

l
ミ
ィ
が
住
民
の
生
活
と
密
着
し
た
存
在
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ

l
ミ
イ
の
設
立
経
緯
や
運
航
宮

に
閲
す
る
記
述
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

マ
ド
ラ
サ
や
ハ

l
ン
カ
l
フ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ

l
ミ
ィ
の
よ
、
つ
に

街
匝
住
民
と
の
密
接
な
閥
係
を
示
す
情
報
は
少
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
も
、

地
域
枇
舎
の
中
で
二
疋
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

孤
児
や
寡
婦
な
ど
に
到
す
る
救
貧
施
設
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
宗
教
施
設
の
運
営
を
支
え
て
い
た
ワ
ク
フ
物
件
の
多
く
は
、
ア
レ

ツ
ポ
を
中
心
と
し
た
北
シ
リ
ア
に
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
設
定
者
に

は
ア
レ
ツ
ポ
に
縁
の
あ
る
総
督
や
官
僚
が
多
く
見
ら
れ
る
の
に
封
し
、
ス
ル

タ
1
ン
の
名
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
賓
は
、
中
央
政
府
と
透
境

の
都
市
ア
レ
ッ
ポ
と
の
関
係
の
一
側
而
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

賄

賂

罪

の

饗

遷

|
|
漠
律
か
ら
唐
律
へ
|
|

一日出

谷

コミ
こじ

財
物
の
賄
状
を
め
ぐ
る
犯
罪
と
慮
罰
、
つ
ま
り
賄
賂
・
漬
職
罪
に
つ
い
て

は
、
唐
律
で
は
職
制
律
(
柾
法
・
不
柾
法
。
受
所
監
臨
)
と
雑
律
(
坐
賊
)

に
分
か
れ
て
規
定
が
見
え
る
。
財
物
の
不
法
な
牧
受
(
一
際
「
賄
賂
罪
」
と

し
て
お
く
)
に
か
ん
し
て
は
、
す
で
に
秦
漠
律
が
候
文
を
設
け
て
い
る
が
、

秦
漠
律
か
ら
唐
律
に
い
た
る
賄
賂
罪
の
構
成
要
件
、
候
文
が
属
す
律
の
篇
目
、

十
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法
理
念
は
饗
化
し
て
き
た
。

本
愛
表
は
、
そ
の
嬰
化
の
跡
を
検
詮
し
、
賄
賂
罪
に
た
い
す
る
唐
律
と
漢

律
の
遣
い
、
さ
ら
に
は
贋
く
中
図
法
に
お
け
る
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

財
物
を
他
人
に
贈
呈
す
る
行
潟
は
、
一
方
で
は
犯
罪
を
構
成
す
る
も
の
で

は
な
く
、
躍
の
賓
践
と
し
て
賞
賛
さ
れ
る
行
局
で
も
あ
る
。
犯
罪
と
儀
躍
を

匝
別
す
る
も
の
は
何
か
。
賄
賂
は
ど
の
段
階
で
、
ま
た
ど
う
し
て
悪
と
見
な

さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
中
園
法
の
特
徴
の
解
明
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
展
望
し
た
い
。

山
賄
賂
に
つ
い
て
の
法
制
用
語
の
分
析
凶
賄
賂
罪
の
構
成
要
件
|
|
漢

か
ら
唐
へ
同
音
ー
ー
唐
に
お
け
る
漬
職
罪
の
愛
遷
|
|
北
貌
を
中
心
に
し
て

叫
雄
物
と
賄
賂
の
問
問
賄
賂
罪
の
中
図
的
立
法
主
義
、
以
上
の
五
章
を
立

て
て
論
を
展
開
し
て
い
く
。
し
か
し
、
わ
ず
か
二
五
分
間
に
そ
の
全
て
を
述

べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
一
部
し
か
お
話
し
で
き
な
い
だ
ろ

、叶ノ。

一
七
世
紀
イ
ン
ド
の
港
市
マ
ス
リ
パ
ト
ナ
ム
と
そ
の
支
配
者

手口

有日

子

回

マ
ス
リ
パ
ト
ナ
ム
呂
自
己
召
巳

E
B
(現
γ
宮内
E
r吉
区
日
目
)
は
一
六
世

紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
栄
え
た
、
イ
ン
ド
東
海
岸
に
位
置
す
る
港

市
で
あ
る
。
特
に
一
七
世
紀
に
は
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
沿
岸
各
地
の
港
の
み
な
ら

ず
紅
海
や
ベ
ル
シ
ア
湾
の
諸
港
と
の
聞
に
も
多
数
の
船
が
往
来
し
、
一
大
圏

際
交
易
港
と
し
て
繁
築
し
た
。
こ
の
港
の
繁
築
を
支
え
た
要
件
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
後
背
地
を
支
配
し
て
い
た
ゴ
|
ル
コ
ン
ダ
-
土
園
(
一
五
一
八
一
六

八
七
)
と
の
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
賓
際
に
い
か
な
る
関
係
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
未

だ
に
卜
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
ニ
丙
い
難
い
。

そ
こ
で
本
渡
表
で
は
、
特
に
マ
ス
リ
パ
ト
ナ
ム
と
そ
の
支
配
者
た
ち
に
注

目
し
て
、
こ
の
港
市
と
ゴ

l
ル
コ
ン
ダ
王
園
と
の
関
係
の
一
而
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ス
リ
パ
ト
ナ
ム
在
住
の
支
配
者
層
と
し
て

は
、
徴
税
、
港
湾
管
理
、
治
安
な
ど
の
業
務
を
捨
賞
す
る
役
職
者
や
大
商
人

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
マ
ス
リ
パ
ト
ナ
ム
に
常
住
し
て
い
な
い
王
園

の
有
力
者
の
中
に
も
、
こ
の
港
市
に
大
き
な
権
盆
を
持
ち
、
そ
こ
で
起
こ
る

出
来
事
に
積
極
的
に
闘
わ
り
を
持
っ
た
人
々
が
い
た
。
さ
ら
に
一
七
世
紀
中
十

ば
に
な
る
と
ス
ル
タ
l
ン
自
身
の
港
市
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

オ
ラ
ン
ダ
束
イ
ン
ド
曾
枇
に
よ
る
未
刊
行
の
報
告
書
を
主
な
史
料
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
支
配
者
た
ち
が
各
自
の
立
場
に
お
い
て
い
か
に
し
て
港
市
の
管
理

ゃ
、
航
海
・
交
易
等
の
活
動
に
闘
奥
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た

、ν

封

倭

と

通

貢

|
|
一
五
九
四
年
の
寧
波
開
貢
問
題
を
め
ぐ
っ
て
|
|

中

島

楽

主早

豊
臣
秀
士
円
の
朝
鮮
侵
略
は
、
一
五
九
二
(
蔦
暦
二

0
・
文
称
一
川
)
年
四
月

に
は
じ
ま
っ
た
が
、
同
年
七
月
に
は
明
軍
の
来
援
が
始
ま
り
、
翌
一
五
九
三

十
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(
古
同
暦
二
一
)
年
二
月
以
降
は
、
戦
況
は
停
滞
し
、
明
朝
と
日
本
と
の
聞
で

講
和
交
渉
が
績
い
た
。
秀
吉
は
和
議
の
候
件
と
し
て
、
明
朝
の
皇
女
の
日
本

降
嫁
(
和
親
)
や
刺
鮮
領
土
の
割
譲
(
割
地
)
も
要
求
し
た
が
、
賓
際
に
講

和
交
渉
の
焦
黙
に
な
っ
た
の
は
、
秀
吉
を

H
本
園
王
に
加
封
し
、
朝
貢
貿
易

を
認
め
る
か
否
か
(
封
貢
)
で
あ
っ
た
。
明
朝
の
朝
廷
で
は
、
①
皿
山
封
・
通

貢
と
も
に
不
許
可
、
②
血
山
封
は
許
可
す
る
が
通
貢
は
不
許
可
、
③
皿
山
封
・
通

貢
と
も
に
許
可
、
の
三
つ
の
立
場
か
ら
論
争
が
つ
づ
き
、
二
韓
三
轄
の
後
、

最
終
的
に
は
一
五
九
四
(
蔦
暦
二
二
)
年
十
月
、
蔦
暦
帝
の
上
議
に
よ
り
冊

封
の
み
認
め
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

こ
う
し
た
講
和
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
日
朝
関
係
史
の
中
村
栄

孝
氏
・
北
島
高
次
氏
、
日
中
関
係
史
の
石
原
道
博
氏
、
明
朝
史
の
小
野
和
子

氏
、
琉
球
史
の
透
土
名
朝
有
氏
な
ど
、
多
く
の
研
究
者
が
詳
し
い
検
討
を
加

え
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
三
木
聴
氏
が
封
倭
問
題
を
め
ぐ
る
朝
廷
で

の
政
策
決
定
過
程
を
綴
密
に
再
構
成
し
た
。
こ
う
し
た
諸
研
究
に
よ
っ
て
、

封
倭
政
策
決
定
に
い
た
る
複
雑
な
政
治
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
一
方
、
講
和
交
渉
の
賓
質
的
な
焦
貼
で
あ
っ
た
、
日
本
と
明
朝
の
通
貢

復
活
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
未
紹
介
の
史
料
も
少
な
く
な
い
。

寧
波
開
貢
論
争
に
つ
い
て
は
、
『
神
宗
賓
録
』
や
朝
鮮
『
宣
宗
賓
録
」
の

よ
う
な
基
本
史
料
の
ほ
か
、
多
く
の
奏
議
類
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
観
念
的
・
原
則
的
な
明
封
論
だ
け
で
は
な
く
、

後
期
倭
冠
の
激
化
に
よ
り
断
絶
し
て
い
た
、
半
波
を
窓
口
と
し
た
日
明
貿
易

の
復
活
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
互
市
貿
易
樫

制
も
覗
野
に
入
れ
た
且
ハ
樫
的
な
議
論
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、

こ
う
し
た
論
争
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
見
解
を
取
り
上
げ
、
一
六

609 

」

世
紀
末
に
お
け
る
束
ア
ジ
ア
海
域
秩
序
の
韓
換
と
、
朝
貢
・
五
市
値
制
の
形

成
と
い
う
時
代
的
文
脈
に
お
い
て
、
こ
の
論
争
が
持
つ
意
味
の
再
検
討
を
試

み
て
み
た
い
。

大
越
陳
朝
碑
丈
研
究
序
説

'レ

hu
刺川
V

木

三民
二仁

朗

一
O
世
紀
に
成
立
し
た
の
ち
の
ベ
ト
ナ
ム
諸
王
朝
に
閥
す
る
こ
れ
ま
で
の

歴
史
像
は
、
そ
の
多
く
が
、
簡
略
な
編
年
樫
史
書
な
ど
ご
く
少
量
の
編
纂
史

料
に
も
と
守
つ
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
特
に
陳
刺
(
一
二
二
五
一
四

0
0
)
以
前
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
史
料
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
。
最
近
よ

う
や
く
、
考
古
資
料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
新
出
資
料
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

本
報
告
で
は
、
陳
朝
に
関
す
る
重
要
な
文
字
史
料
群
で
あ
る
金
石
文
を
取
り

上
げ
、
牧
集
・
刊
行
の
状
況
と
歴
史
研
究
へ
の
利
用
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。現

在
知
ら
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
余
石
文
(
大
字
は
石
碑
)
の
数
は
、
録
文

や
拓
本
の
み
現
存
す
る
も
の
を
含
め
て
、
九
世
紀
以
前
が
三
貼
、
一

O
世
紀

か
ら
陳
朝
樹
立
ま
で
が
二
四
黙
、
一
一
一
一
世
紀
末
ま
で
の
陳
朝
前
期
が
八
黙
、

一
回
世
紀
の
陳
刺
後
期
が
五
一
黙
と
、
陳
靭
後
期
に
金
石
文
が
急
増
す
る
。

内
容
も
、
一
一
二
世
紀
末
ま
で
は
王
侯
の
芸
誌
か
王
侯
に
よ
る
偽
寺
建
立
の
記

録
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
釘
し
、
一
回
世
紀
に
は
中
小
貴
族
や
村
落
指
導

層
に
よ
る
、
小
規
模
な
上
地
の
集
圏
的
寄
進
の
記
録
が
頻
出
す
る
。
こ
れ
ら

の
金
石
文
は
刊
行
が
進
ん
で
い
る
が
そ
の
方
法
に
問
題
が
あ
り
、
ま
た
歴
史
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研
究
に
系
統
的
に
利
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
報
告
で
は
、
利
用
可
能
性
を

示
す
例
と
し
て
、
陳
朝
前
期
の
皇
帝
の
代
数
表
示
と
上
皇
制
の
関
係
、
女
(
日

を
含
む
官
名
な
ど
の
情
報
を
検
討
し
た
い
。

一
八
五

O
年
ア
レ
ッ
ポ
騒
乱
の
原
因
を
め
ぐ
る
一
考
察

里

木

充

英

一
八
五

O
年
一

O
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
ア
レ
ッ
ポ
に
お
い
て
暴
動

が
愛
生
し
た
。
そ
の
最
初
の
段
階
で
市
内
の
主
要
な
キ
リ
ス
ト
数
徒
居
住
恒

が
襲
撃
さ
れ
、
大
規
模
な
放
火
・
略
奪
・
暴
行
、
そ
し
て
少
数
な
が
ら
殺
人

が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、
東
地
中
海
地
域
で
多

愛
し
た
宗
派
紛
争
の
初
期
の
事
例
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
事
件
が
、
オ
ス
マ

ン
帝
図
の
主
要
な
園
際
商
業
都
市
ア
レ
ツ
ポ
に
お
い
て
な
ぜ
愛
生
し
た
の
か
、

と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
て
き
た
。

本
報
告
は
、
事
件
そ
の
も
の
の
経
緯
を
再
検
詮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
研

究
史
を
整
斑
し
て
問
題
貼
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
の
問
題
貼
に
針
し
、
報

告
者
が
こ
れ
ま
で
の
海
外
調
査
に
よ
っ
て
得
た
情
報
|
|
特
に
ダ
マ
ス
ク
ス

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
戒
の
オ
ス
マ
ン
語
布
告
・
報
告
文
書
牽
帳
の
分
析
結

果
を
中
心
に
ー
ー
か
ら
一
定
の
回
答
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

そ
の
骨
子
は
、
川
従
来
の
研
究
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
暴
動
首
謀

者
・
総
督
代
官
ア
ブ
ダ
ツ
ラ
l
・パ

l
ビ
ン
ス
ィ

l
の
債
務
・
債
権
関
係
の

調
査
記
録
を
整
理
し
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
凶
彼
が
て
八
世
紀
以

来
全
帝
園
レ
ベ
ル
で
慰
著
に
な
っ
た
徴
税
請
負
制
(
こ
れ
は
タ
ン
ズ
イ
マ
l

ト
改
革
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
)
の
シ
ス
テ
ム
を
受
け
鱗
ぎ
、

そ
の
債
権
・
債
務
関
係
の
巨
大
な
連
鎖
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
で
権
力
を
獲

得
し
、
そ
こ
で
蓄
積
し
た
矛
盾
の
一
奉
解
決
を
ね
ら
っ
て
暴
動
状
態
を
引
き

起
こ
し
た
。
間
し
か
し
そ
れ
が
嘗
時
の
政
治
・
耐
合
状
況
か
ら
思
わ
ぬ
暴
走

を
生
ん
だ
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
「
華
位
無
奈
小
虫
何
」
考
」

飯

島

i歩

本
報
告
で
は
、
毛
揮
東
の
「
送
疫
榊
」
(
一
九
五
八
年
)
で
知
ら
れ
る
日

本
位
血
吸
虫
症
と
い
う
寄
生
虫
病
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
流
行
や
針
策
な
ど
の

も
つ
歴
史
的
意
味
を
検
討
し
た
い
。

日
本
住
血
吸
虫
症
は
、
「
日
本
住
血
吸
虫
」
U

原
因
と
な
る
寄
生
虫
、
巻
貝

(
オ
ン
コ
メ
ラ
ニ
ア
)
U
中
間
宿
主
、
そ
し
て
ヒ
ト
の
三
者
の
闘
係
の
中
で

愛
生
す
る
(
日
本
住
血
吸
虫
症
は
、
人
音
共
通
感
染
症
で
あ
り
、
午
な
ど
の

家
畜
へ
の
感
染
も
無
頑
で
き
な
い
。
但
し
、
今
回
は
こ
の
問
題
に
は
ふ
れ
な

い
)
o

中
図
で
は
、
江
蘇
・
漸
江
・
安
徽
・
湖
北
・
湖
南
・
江
西
・
四
川
・

一
相
建
・
度
末
・
虞
西
・
雲
南
な
ど
が
流
行
地
で
、
日
本
で
は
、
山
梨
・
岡

山
・
虞
島
・
一
帽
岡
・
佐
賀
、
そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
流
行
が
見
ら
れ
た
。

二

O
E紀
初
頭
、
桂
田
富
士
郎
(
日
本
住
血
吸
虫
の
愛
見
)
と
宮
入
慶
之
助

(
中
間
宿
主
の
愛
見
、
こ
の
結
果
、
オ
ン
コ
メ
ラ
ニ
ア
は
宮
入
貝
と
呼
ば
れ

る
)
に
よ
っ
て
、
こ
の
疾
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
準
名
に

「
日
本
」
と
い
う
名
前
が
冠
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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日
本
住
血
吸
虫
症
は
、
以
下
の
よ
う
な
研
究
頑
角
か
ら
の
検
討
が
可
能
で

あ
る
。

①
近
代
円
本
の
植
民
地
警
皐
の
展
開
に
お
け
る
日
本
住
血
吸
虫
症
の
位
置

(
上
海
向
然
科
皐
研
究
所
・
小
宮
門
義
孝
な
ど
の
研
究
の
軌
跡
)

②
水
田
開
設
な
ど
に
よ
る
生
態
環
境
の
愛
化
と
日
本
住
血
吸
虫
症
の
流
行

③
愛
園
衛
生
運
動
の
展
開
の
中
で
の
日
本
住
血
吸
虫
症
針
策
の
展
開
(
寄

生
虫
病
釘
策
の
政
治
的
世
命
日
的
意
味
)

本
報
小
口
で
は
、
以
上
の
視
角
か
ら
、
特
に
、
江
南
に
お
け
る
日
本
住
血
吸

虫
症
針
策
の
展
開
の
歴
史
的
意
味
を
検
討
し
た
い
。

房
山
雲
居
寺
石
経
と
唐
代
社
合

台
熟
知
貝
選
げ

保

規

611 

北
京
か
ら
西
南
へ
約
七

0
キ
ロ
の
山
中
に
、
房
山
雲
居
寺
と
い
う
古
利
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
七
世
紀
初
頭
の
陪
末
に
静
涜
と
い
う
一
人
の
借
が
着
手
し
、

以
後
唐
代
そ
し
て
遼
金
時
代
と
刻
り
継
が
れ
た
膨
大
な
石
経
が
残
さ
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
前
半
期
の
事
業
で
あ
る
「
惰
唐
刻
経
」
は
、
寺
の
前
に
あ
る

石
経
山
山
頂
近
く
の
九
つ
の
洞
窟
に
牧
め
ら
れ
、
石
碑
の
形
で
五
下
貼
近
く

を
数
え
る
。

こ
の
石
一
経
の
存
在
に
い
ち
早
く
注
目
し
、
本
格
的
な
調
査
と
研
究
を
行
っ

た
の
は
、
戦
前
に
お
け
る
常
盤
大
定
氏
や
関
野
貞
氏
、
さ
ら
に
東
方
文
化
的
学

院
京
都
研
究
所
に
籍
を
置
い
た
塚
本
善
隆
氏
ら
少
祉
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。

寺
は
の
ち
一
九
四
二
年
に
日
本
軍
の
空
襲
を
受
け
、
庚
大
な
伽
藍
は
し
決
燈
に

婦
す
が
、
山
頂
と
地
中
に
蔵
さ
れ
て
い
た
石
経
は
す
べ
て
破
壊
を
克
れ
、
新

中
園
に
な
っ
て
系
統
的
な
整
理
を
符
て
、
近
年
『
房
山
石
経
』
-
二

O
冊。っ

ち
「
陪
唐
刻
経
」
五
明
)
と
し
て
全
貌
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

房
山
の
陥
唐
刻
経
に
先
行
し
て
、
東
貌
・
北
斉
時
代
に
刻
経
活
動
が
高
ま

り
、
河
北
・
山
束
・
河
南
一
帯
に
そ
の
遺
跡
・
石
刻
が
の
こ
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
時
の
佐
川
政
者
の
援
助
で
進
め
ら
れ
た
が
、
房
山
陪
唐
刻
経
の
方
は
地
域

の
住
民
や
一
般
の
信
者
が
積
極
的
に
閥
興
し
た
。
そ
の
こ
と
は
石
経
に
刻
ま

れ
た
供
養
者
の
題
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
な
か
で
も
前
中
十
期
に
は
在

地
の
有
力
層
が
中
心
と
な
り
、
玄
宗
の
天
資
期
頃
か
ら
幽
州
の
都
市
住
民
が

行
(
同
業
組
合
)
と
祉
(
信
仰
組
織
)
に
よ
っ
て
加
わ
り
、
後
宇
に
な
る
と

沼
陽
節
度
使
関
係
者
な
ど
が
日
に
つ
く
。
陪
唐
刻
経
は
し
た
が
っ
て
、
悌
数

史
や
悌
救
同
学
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
ば
か
り
か
、
骨
同
時
の
枇
舎
の
一
面
を
知

る
恰
好
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
み
る
と
こ
ろ
、
こ
の
陪
唐
刻
経
を
嘗
時
の
枇
舎
と
か
か
わ
ら
せ
て
全

面
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
そ
う
し
た
反
省
に
た
っ
て
、
経

典
と
題
記
の
再
検
討
を
ふ
ま
え
、
刻
経
活
動
の
展
開
、
題
記
か
ら
浮
か
び
上

が
る
枇
舎
や
地
域
の
諸
相
、
そ
こ
に
集
う
人
々
の
信
仰
形
態
な
ど
を
提
示
し
、

時
代
的
所
産
と
し
て
の
房
山
石
経
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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